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「 （私の勘だと……）」
または「私のゴーストがそう囁く……」

加藤　純一

～ 年，ポスドクとしてイリノイ大学シカゴ校の 先生の研究室でお世話になった．
先生は面白い実験データが出ると，しばしば“ ”と頭にひらめいた解釈を意見と

して述べ，「それを検証してみたら」とアドバイスしてくれた．しかし，その“ ”の多くはとてつもな
く飛躍していたり，突拍子のないものであったりしたので，アドバイスされた方は困惑してしまう．幸いな
ことに，その日の夕刻までに 先生は を忘れてしまうため，研究室の学生とポスドクは

を聞き流すのを常としていた．今振り返ると， を引き出させる事象に遭遇すること，その直感
を実験的に実証するに至ること（さらに言うと実証したことが次の へと連鎖反応的に拡がっていくこ
と）が研究の大きなモチベーションになっていることに気づく．そしてそのためには 先生のよ
うに，ことあるごとに“ ”と意見表明していかなければならないとやっと気づくようになった．
細菌の多くは好ましい化合物には集積し，好ましくない化合物からは逃避する走化性という行動的な環境

応答を示す．病原菌や重要な環境細菌の挙動（走化性）の制御を目指し，これまで何種類かの細菌の走化性
を測定してきた．アガロースで検定物質を固め入れたガラスキャピラリーを菌体懸濁液に挿入し，キャピラ
リーの開口部への応答（集積，忌避もしくは無応答）を観測することで走化性を評価する．Pseudomonas 
aeruginosa（緑膿菌），Pseudomonas putida，Enterobacter cloacaeではクリアな走化性測定を行うことが
できたが，Ralstonia solanacearum（青枯病菌）では悩ましい事象に遭遇した．R. solanacearumは時として
コントロール（アガロースのみ）にも集積応答を示してしまうのである．厄介なのはR. solanacearumのコ
ントロールへの応答がばらついていることである．コントロールに対し強い応答を示した日には他の化合物
への走化性応答を評価することはできない．ともかく，コントロールへの応答がないか微弱な時の日のデー
タのみを使うことでこの問題を棚上げしていた．とある日，“  ”が頭に浮かんだ．「ガラス由来の
化合物に応答しているのかも」早速ガラスキャピラリーの成分に対する走化性を調べたところ，
R. solanacearumはホウ酸を誘引物質として感知し，走化性を示すことが判明した．そしてその後すぐにホ
ウ酸走化性のセンサーも特定することができた．興味あることに，ホウ酸走化性センサーのホモログは属を
超えた種々の細菌に分布するが，それらはすべて植物病原菌なのである．ホウ酸は植物の細胞壁のペクチン
の架橋に使われており，植物にとって生育必須成分である．ホウ酸走化性を介した植物病原菌に共通な感染
メカニズムがあるのではないかと，ワクワクしている．
士郎正宗原作の「攻殻機動隊」は 漫画・アニメである．この 世界では人類は自らの脳を電脳化し，
コンピュータネットワークと直接接続できるようになっている．電脳における個々人の個性，自我，意識，
霊性の本源は「ゴースト」と呼ばれている．攻殻機動隊の主人公である草薙素子少佐が直感を得た時につぶ
やく有名なフレーズが「私のゴーストがそう囁く……」である．今でも科学的な「ゴーストの囁き」を聞け
る機会がある．ゴーストの囁きが聞けなくなった時が引退の時期なのだろうか？
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